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論　文　内　容　要　旨
[背景と日的]
STR0-1は多分化能を持つ間菓系幹細胞の代表的な細胞表面抗原である｡ STR0-1陽性細胞は骨髄から分
離されるが,近年歯髄細胞や歯根膜細胞からも同細胞が分離され,やはり多分化能を持つ細胞集団であること
が確認されている｡しかしながら,歯髄や歯周組織の発生過程におけるSTR0-1陽性細胞の局在は不明であ
る｡そこで本研究では,ラットを用いて歯の発生萌出過程におけるSTR0-1の生体内での局在を免疫組織学
的に検討することを目的とした｡
[方法]
胎生18日,生後2, 3, 6,12遇齢のWistar系ラットを固定後,上下顎を摘出して脱灰しパラフィン包埋し
た｡蒋切後,ヘマトキシレンエオジン染色(HE染色)および,抗STR0-1抗体を用いた免疫染色を行った｡
また詳紳な局在の検討のため,生後3適齢の白歯を固定後凍結包埋し,薄切した切片に抗STOR-1抗体によ
る免疫染色を施した｡その後樹脂包埋し超薄切片を作製,電子染色を施し電子顕微鏡下で観察を行った｡
[結果]
下顎骨の骨髄中にはSTR0-1陽性細胞が散在していた｡ HE染色した下顎の臼歯の観察を基に,各適齢の
臼歯を発育状態に応じて,歯腫朔,歯冠形成期,歯冠完成期,歯根形成期,歯根完成期の5つの段階に分頬し
た｡象牙芽細胞では歯冠形成成期から歯根完成期までSTOR-1陽性反応が見られた｡歯髄細胞では歯冠完成
期,歯根形成期の板部歯髄に一過性に強い陽性反応が見られたが,その後反応は減弱し,最終的には陽性細胞
は血管の周囲に限局した｡一方,歯周組織においては歯冠形成期の歯小嚢に陽性反応を認め,その後歯槽骨骨
芽細胞,セメント芽細胞,歯根膜細胞,血管周囲細胞にも免疫反応を認めた｡免疫電顕における検討では,
sTR0-1は歯髄細胞象牙芽細胞の細胞表面,粗面小胞体,および象牙芽細胞突起内の額粒状構造物に局在を
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認めた｡
【結論】
本研究において, STOR-1が歯髄及び歯周組織の発生過程においても様々な閉業系の細胞に発現が見られ
たことから同陽性細胞が象牙質,セメント質,骨の基質産生にかかわっている可能性が示唆された｡
審　査　結　果　要　旨
sTR0-1は多分化能を持つ間菓系幹細胞の代表的な細胞表面抗原で,同陽性細胞は骨髄中に多く存在する
ことが知られている｡近年,歯髄細胞や歯根膜細胞からもSTR0-1細胞が分離されやはり多分化能を持つ
細胞集団であることが確認されている｡しかしながら,歯髄や歯周組織の発生過程におけるSTR0-1陽性細
胞の局在は不明のままである｡本研究は,ラットを用いて歯の発生萌出過程におけるSTR0-1の生体内での
局在を免疫組織学的に明らかにすることを目的として実施したものである｡
本研究においては,胎生18日,生後2, 3, 6,12適齢のWistar系ラットから摘出した上下顎より作製した
切片に,へマトキシレンエオジン染色(HE染色)あるいは抗STR0-1抗体を用いた免疫染色を施して観察
するとともに,生後3適齢のラット臼歯から作製した凍結切片に同じ抗体を用いた電子染色を行って,電子療
微鏡下で詳細に検討した｡その結果,以下に示す知見が得られた｡すなわち, 1) HE染色を施した下顎の白
歯の観察を基に,各適齢の臼歯の発育状態を歯腫期,歯冠形成期,歯冠完成期,歯根形成期,歯根完成期の5
っの段階に分類したところ,象牙芽細胞においては歯冠形成成期から歯根完成期までSTR0-1陽性反応がみ
られた｡ 2 )歯髄細胞では歯冠完成期,歯根形成期の板部歯髄に一過性に強い陽性反応を認めたが,その後反
応は減弱し,最終的にはSTR0-1陽性細胞は血管の周囲に限局して存在がみられるのみであった｡ 3)歯周
組織においては歯冠形成期の歯小嚢に陽性反応を認め,その後歯槽骨骨芽細胞,セメント芽細胞,歯根膜細胞,
血管周囲細胞にも免疫反応を認めた｡一万, 4)免疫電顕における検討では, STR0-1は歯髄細胞,象牙芽
細胞の細胞表面,粗面小胞体,および象牙芽細胞突起内の額粒状構造物に局在を認めた｡
本研究で得られた知見は, STR0-1が歯髄および歯周組織の発生過程においても様々な間菓系の細胞に発
現していることを示すもので,同陽性細胞が象牙質,セメント質,骨の基質産生にかかわっている可能性を示
唆するものと考えられた｡
以上示してきた通り,金子龍大君の行った研究は,歯･歯周組織の形成過程におけるSTR0-1陽性細胞の
局在パターンを明らかにしたもので,この段階における同陽性細胞の役割の解明のみならず,歯周組織再生へ
の多分化能細胞の臨床応用にも有用な情報を提供するものと考える｡従って,当審査委員会は博士(歯学)を
授与するに相応しい業績と判定した｡
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